
　フランス語専攻では、フランス語やフランス語圏の
文化（文学、思想、歴史、政治、経済、芸術など）に
関心があり、その正しい知識と理解を深めたいと思っ
ている人を求めています。

　多様性と伝統を大切にするイタリアの言語、文学、歴
史、社会、文化等に強い関心を持ち、イタリア語の高度
な運用能力を身につけて、日本とイタリア両国の相互
理解に貢献しようという意欲のある人を歓迎します。

　フランス語は、中世の時代より現在に至るまで、芸
術や思想を生み出す支えの言語として、ヨーロッパ文
明において重要な役割を担ってきました。フランス文
学は中世の「ロランの歌」などに代表される叙事詩や
吟遊詩人達による叙情詩から、スタンダール、フロー
ベール、ユーゴー、プルーストなどの近代、現代の小
説に至るまで、世界でも他に類を見ない多様で豊かな
創造的世界を生み出してきました。哲学者のデカルト
やパスカル、ルソー、サルトルといった名前も皆さん
にはおなじみのことと思います。フランス語を使って
生み出された文学作品や哲学書は膨大な数にのぼりま
す。
　またフランス語は、フランス本国以外にも、ベル
ギー、スイス、カナダといった欧米諸国、あるいはカ
メルーン、コートジボアール、コンゴなど、かつてフ
ランス領やベルギー領であったアフリカ諸国の一部で
も公用語のひとつとして使われており、およそ1億の
人たちがフランス語を話していると言われています。
そして国連をはじめ、EUやユネスコなどの国際機関
においても公用語のひとつとなっています。あまりに
英語偏重の今の日本ですが、世界中を飛び交う情報の
中で、英語で流される情報はその一部でしかありませ
ん。複数の外国語を学んでおくことは、視野を拡げ、
他者をよりよく理解し、今のこの世界における様々な
事柄に関してより的確な判断を下すためにも、これか
らの私達にはぜひとも必要な作業なのではないでしょ
うか。
　私達はフランス語とフランス語が培ってきた芸術や
文化の魅力とその有用性を伝えるべく、中世の時代か
ら現代に至る文学、歴史、文化、言語学などできる限
り多種多様な分野の授業を用意して、皆さん方の期待
に応えたいと考えています。

　イタリア人で知っている名前を挙げてみてと言われ
たら、みなさん、どう答えるでしょうか。サッカー選
手のトッティ、映画俳優／監督のロベルト・ベニーニ、
靴のサルヴァトーレ・フェラガモなどの名前が挙がる
でしょうか。ちょっと詳しい人なら、ダンテやラファ
エロ、ガリバルディ、マリア・カラス、あるいはベル
ルスコーニといった名前も挙がるかもしれませんね。
　イタリアは、芸術、文学、音楽、ファッション、サッ
カー、映画など、様々な分野で個性的な才能を輩出し
てきた地域です。イタリア語を学ぶということは、こ
のような多様な文化領域にアプローチするうえで非常
に有効です。例えば、ミケランジェロの彫刻に興味が
あるという場合、ミケランジェロが書き残した手紙な
どを自分で読むことができたら、作品を理解するうえ
で大きな手がかりとなりますよね。また、劇や映画に
関心があるという場合、台本・脚本を自分で読んで、
役者の台詞の話し方やそのニュアンスまで理解するこ
とができれば、作品を見るうえで大いに役立つでしょ
う。
　ただ、どんな言語にもいえることですが、一つの外
国語を修得することは決して容易な話ではありませ
ん。イタリア語の場合、発音は非常に分かりやすいの
ですが、文法には少々厄介なところがあります。例え
ばイタリア語の名詞には、必ず男女の性別がありま
す、treno（列車）は男性名詞、piazza（広場）は女
性名詞といった具合に。面白いでしょ？
　1・2年次には、そのような点を含めてイタリア語
の基礎をしっかり身に付けることになります。3・4
年次には、習得したイタ
リア語を駆使して、様々
な専門分野の授業に参加
することになります。大
学の授業は決して簡単で
はありませんが、幸いな
ことに、語学の習得は、
努力すれば必ずそれだけ
の報いがあります。みな
さんと一緒に学ぶのを、
私たちも楽しみにしてい
ます。
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Ciao, tutti!（こんにちは、みなさん！）
「イタリア」と聞いてみなさんはどのようなことをイメージするでしょうか？私

はイタリアに数多く存在する世界遺産や各都市の景観に惹かれてイタリア語専攻
の門を叩きました。ピザやパスタといった食文化であったり、ダンテのような文
豪やラファエロやダ・ヴィンチといった巨匠であったりと、興味・関心の的は各
人各様だと思います。

大学の講義では1年・2年次は文法や会話などの基礎演習を行い、3年次以降は
応用演習や自分の興味のある分野について研究します。イタリア語専攻は先輩と
後輩の結びつきも強く、全学年での食事会も年に数回行われます。ですので、「イ
タリアに留学したい！」あるいは漠然と「留学してみたい」と考えている人もい
るかと思いますが、イタリア語専攻にいるたくさんの人が様々な国への留学を経
験しているので、気軽に質問したりアドバイスをもらったりすることができるの
で安心してください。私も約 1 年間、英語とイタリア語の習得を目指しアイルラ
ンドとイタリアへ留学していました。先生や先輩たちの貴重な体験談を聞いて、
期待と不安を抱きながら実際に現地で過ごし、現在みなさんにその経験を伝える
側になっています。

最後になりましたが、イ
タリア語専攻の一員として
みなさんと共に学ぶことを
楽しみにしています。

Ci vediamo! （またお会
いしましょう！）

私は13ヶ月間、イタリアのシチリア島にあるパレルモ大学に留学していました。
シチリア島はイタリア半島の南に位置する地中海に浮かぶ島で、アフリカ大陸と
も非常に近いため、アラブやノルマンなどの様々な文化が融合した独自の文化を
持っています。この独自の文化や豊かで美しい自然に惹かれて、私はシチリア島
への留学を決めました。

当初、私の周囲にはシチリア島に留学したことのある人はおろかシチリア島を
訪れたことのある人さえいませんでした。全く新しい環境に飛び込んでいくこと
は非常に勇気のいることですが、こうした経験が私に失敗を恐れず困難に向き合
う度胸とチャレンジ精神を授けてくれました。

大学の語学コースにはシチリアの地理的な特徴から、アフリカから家族を残し
て移民してきた学生たちも大勢いました。留学前はニュースでしか見聞きするこ
とがないと思っていた出来事が、実際に彼らと過ごし話を聞くことで、非常に身
近で身に差し迫った問題に感じました。また、多くの学生たちと過ごし、ジェラー
トやインフィオラータの国際大会に参加するなど、多くの経験を積むことが出来
ました。留学を通じて、今までとは全く異なった新しい世界を体験し、自分の殻
を破って視野や限界
を広げることが出来
ました。学生時代に
このような貴重な経
験をすることが出来
て、留学に携わった
全ての人たちに感謝
しています。

4年　姫島　鷹平

4年　工藤 祐規子

26


